
ユダヤ・キリスト教における一夫多妻制 

 

 

一夫多妻制は、イスラームだけに限られた慣行ではありません。実

際にはユダヤ教徒、そしてキリスト教徒といった啓典の民の歴史にお

いても広く認知されてきたことなのですが、後世になって初めて彼ら

の宗教権威により忌避され、公然と禁じられるようになったのです。

しかしながら諸宗教の歴史を辿れば、それは認知だけでなく奨励すら

されていたことが分かります。 

ユダヤ教における一夫多妻制 

一夫多妻制は、モーゼ出現以前から古代イスラエル人たちによって

実践され、彼らヘブライ男性によって結婚出来る女性の数は制限すら

されてはいませんでした。ジューイッシュ・エンサイクロペディア（

ユダヤ百科事典）によると、こうあります： 

初期ユダヤ人社会においては一妻多夫が行なわれていた形跡はあり

ませんが、一夫多妻制は確立された慣行であり、最も記録をさかの

ぼることの出来る古代から、比較的近代まで行なわれていたことが

分かっています。[1] 

また彼らのその他の一般的慣行として、妾の存在が挙げられます。[

2]後世に入り、エルサレムのタルムードは妻への適切な処遇がされるよ

う、夫の能力に基づいてその数を制限するようになりました。同時に

一部のラビたちは、男性が四人以上の妻を娶らないよう忠告していま

す。ユダヤ教における一夫多妻制は、神ではなくラビたちによって禁

じられるようになりました。ラビ・ゲルショム・ベン・ユダは11世紀

、東ヨーロッパ系ユダヤ教徒（アシュケナジー）に対し一夫多妻を禁

じ、そしてそれは1000年もの間に渡って（1987年まで）継続したこと

が記録されています。一方で、地中海沿岸のユダヤ教徒（スファラデ

ィー） は一夫多妻を実践し続けました。[3]従って、ウィル・デュラン
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トによれば、‘一夫多妻は裕福なユダヤ教徒たちによってイスラーム

の地において実践されてきたが、キリスト教国に住むユダヤ教徒たち

の間ではごく稀であった。’[4]
  

ハイファ大学の社会・文化人類学教授のジョセフ・ギナートによると

、それはイスラエルの18万人のベドウィンたちの間では一般的であり

、増加しているとのことです。また、イエメンに住むスファラディー

・ユダヤ人たちの間でも常習的であり、ラビたちもユダヤ人たちに4人

までの結婚を認めています。[5]近代イスラエルにおいては、もしも妻が

不妊症だったり、精神病に冒されている場合、ラビたちは夫が第一妻

と離婚することなく二人目の妻を娶る権利を与えています。[6] 

キリスト教における一夫多妻制 

地上での任務において結婚をしなかったイエスは、結婚の慣行にお

ける模範としては不適切です。そうでなければ彼は一夫多妻制を容認

したでことでしょう。神父ユージーン・ヒルマンは、‘新約聖書のど

こにも結婚が一夫一婦であるべきこと、または一夫多妻を禁じること

を明確に示す戒律は見当たらない。’と述べています。[7]
  

ローマ教会が一夫多妻制を禁じた理由とは、一人の合法的な妻のみを

認めたギリシャ・ローマ文化への遵奉ですが、それにも関わらず妾や

売春の存在は黙認していたのです。[8] 

四世紀のローマ皇帝ウァレンティニアヌス1世は、キリスト教徒が

二人の妻を娶ることを許可しました。八世紀に教会と国家の権力を得

たシャルルマーニュは、自身一夫多妻を実践し、六人の妻（一部の権

威によると九人の妻）を持ちました。[9]
 Polygamous Families in 

Contemporary 

Society の著者ジョセフ・ギナートによれば、カトリック教会はこの慣

行を嫌悪しましたが、政治的指導者に対しては二人目の妻をしばしば

是認していたということです。[10] 

また聖アウグスティヌスはそれが本質的に不道徳、または罪深いも

のであるとは見なさなかったとされ、国家の合法的慣行だった一夫多

妻制は犯罪ではないと宣言しています。[11]  彼は The Good of 

Marriage（15章17段落）の中で、一夫多妻制についてこう記しています
： 

“それは古代の父祖たちの間では合法だったのである。それが現在

も合法であるかどうかに関し、私はその宣告を急いだりはしない。

現在には子供をもうけることに関し、過去のように妻たちに妊娠す

る能力があった時でさえも認められていたほどの必要性がないから

である。過去には子孫を増やすために複数の妻を娶ることが認めら

れていたが、現在では確かに非合法なのである。” 
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彼は司教たちへの判決を拒否しましたが、一夫多妻の容認性を彼ら

の慣行から推論することはしませんでした。彼は別のところで、こう

書いています：“実に現在の私たちの時代では、 ローマの慣行に従い、

別の妻を娶り、一人以上の妻を持つことは許可されなくなったのであ

る。”[12] 

プロテスタントによる宗教改革の最中、マルティン・ルターは言い

ました：“私は個人的に、もしも誰かが二人かそれ以上の妻を娶りた

いと望むのであれば、それは啓典に矛盾する行為ではないため、彼が

そうするのを禁じることは出来ないと告白する。”彼はフィリップ1世 

（ヘッセン方伯）へ、公なスキャンダルを避けるため、二人目の妻の

存在を隠すよう忠告しました。[13]
  

最も偉大な英語詩人の一人で、有名な英国人ピューリタンでもあるジ

ョン・ミルトン（1608−1674）はこう記しています：“私は‘一人の男

性には一人の女性’とは言っていない。そうであれば私は聖なる総主

教と信仰の柱を暗に非難していることになる。アブラハムやその他の

者たちは同時に複数の妻を持っていたが、それが罪であることになっ

てしまうからだ。そして神の聖所及び彼らによる子孫、つまりそれを

作ったイスラエルの子孫は皆、虚偽であるとして除外せざるを得ない

ことになる。申命記にはこのようにある：不倫の子は、その十代目の

子孫でさえ、主の集会に加わることはできない。”[14]  また1650年2月

14日、ニュルンベルク議会は30年戦争によって大勢の死者が出たこと

に鑑み、男性はそれぞれ10人までの女性と結婚が出来ることを認めて

います。[15] 

アフリカの諸教会は長きに渡り一夫多妻制を認可してきました。彼

らは1988年のランベス会議でこのように述べています：“アングリカ

ン・コミュニオンでは、アフリカ各地の一夫多妻、また伝統的結婚に

おいて正真正銘の忠実さと誠実さのどちらの特色も認めることが出来

ると認知しています。”[16]
  ケニヤ大統領でキリスト教徒でもあるムワ

イ・キバキは一夫多妻を実践しており、彼の勝利は東アフリカ長老派

教会によって‘神の手’によるものであると表現されました。[17]また

、白人キリスト教徒による支配の終ったアパルトヘイト後の南アフリ

カでも、一夫多妻制が合法化されています。[18] 

末日聖徒イエス・キリスト教会は、創立初期の米国において一夫多

妻を実践していました。教会がそれを非合法化した後も、分派は教会

を去り、実践し続けて来ました。これらの集団による一夫多妻は今日

でもユタ州とその隣接州とそのコロニー、またどの教会組織にも属し

ない個人によって実践されています。 

米国では一夫多妻制は非合法ですが、非公式にはおよそ3万人から8

万人の実践者たちが西部地域に存在しています。一般的にこれらの家
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族はモルモン教原理主義者、あるいは一夫多妻制は啓典に基づいた栄

誉あるものとするキリスト教徒団体です。[19] 

一夫多妻制について議論する際、イスラームとムスリムを名指しで

公然と非難する前に、この問題と歴史に関して適切な知識が必要とさ

れます。長い歴史を通して認知されてきた行為を、現代的視点に基づ

いて偏った判断を下すべきではないのです。それは神的導きを求めた

上で、しっかりと調査されるべきなのです。 
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